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	応用
	抗原情報
	背景
	遺伝子転写の活性化は、DNA中の転写エンハンサー部位を認識する因子によって引き起こされる多段階プロセスです。これらの因子は、コアクチベーターと連携してRNAポリメラーゼII装置による転写開始を誘導します。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、CRSP（SP1活性化に必要な補因子）複合体のサブユニットであり、TFIIDとともに、SP1による効率的な活性化に必要です。このタンパク質は、甲状腺ホルモン受容体（TR）関連タンパク質など、他の多サブユニット複合体の構成要素でもあります。TR関連タンパク質はTRと相互作用し、開始因子および補因子と連携してDNAテンプレート上でTRの機能を促進します。このタンパク質は転移抑制因子としても機能します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の選択的スプライシング転写バリアントが報告されています。[RefSeq提供、2012年7月]、代替製品：一部のアイソフォームについては実験的確認が不十分な場合があります、機能：開始前複合体の組み立て後の転写活性化に必要（類似性による）。メディエーター複合体の構成要素で、ほぼすべてのRNAポリメラーゼII依存性遺伝子の転写制御に関与するコアクチベーターです。メディエーターは、遺伝子特異的な制御タンパク質から基本的なRNAポリメラーゼII転写機構へ情報を伝達する橋渡しとして機能します。メディエーターは、制御タンパク質との直接相互作用によってプロモーターにリクルートされ、RNAポリメラーゼIIおよび一般的な転写因子との機能的な開始前複合体の組み立ての足場として機能します。アデノウイルスE1Aタンパク質による転写活性化に必要です。活性化Rasシグナル伝達に応答したELK1依存性転写活性化に必要です。,類似性:メディエーター複合体サブユニット23ファミリーに属します。,サブユニット:ELK1と相互作用します（類似性による）。メディエーター複合体の構成要素であり、MED1、MED4、MED6、MED7、MED8、MED9、MED10、MED11、MED12、MED13、MED13L、MED14、MED15、MED16、MED17、MED18、MED19、MED20、MED21、MED22、MED23、MED24、MED25、MED26、MED27、MED29、MED30、MED31、CCNC、CDK8、およびCDC2L6/CDK11から構成されます。MED12、MED13、CCNC、およびCDK8サブユニットは、CDK8モジュールと呼ばれる独立したモジュールを形成します。CDK8モジュールを含むメディエーターは、このモジュールを含まないメディエーターよりも転写活性化の促進活性が低くなります。メディエーター複合体のうち、1つ以上の異なるサブユニットを欠く個々の標本は、ARC、CRSP、DRIP、PC2、SMCC、TRAPなど様々な名称で呼ばれています。CEBPB、CTNNB1、GLI3と相互作用します。アデノウイルスE1Aタンパク質とも相互作用します。
	研究分野
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	画像データ
	

	MED23抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	MED23抗体を用いたパラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	CRSP130 ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタン ブロット分析。

